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本論文「宮沢賢治童話の研究――戦間期・擬人法・ユートピア――」は、宮沢賢治童話には現在の世界
とは根底的に異なる世界への志向性が底流しているとして、作家論、方法論、作品論においてそれぞれ従
来にない三つの斬新な視点（「戦間期」という時代・擬人法という創作方法・諸作品にひろがるユートピ
ア的共生空間）から論じたものである。 
まず、創作活動のほとんどを覆う「戦間期」において、総動員・総力戦体制が戦争主体を非人称化して
いくのに抗して、あくまでも「個」にこだわるとともに、それを孤立のままにとどめず相互の関わりを確
かめようとする賢治を浮き彫りにする。饒舌すぎるまでの相互の語りが特徴的な「擬人法」にもまた、動
物や植物、事物との親密な関係を創りあげることにおいて、既存の人間社会から離れようとする賢治の意
図を見いだす。作品においては、「なめとこ山の熊」、「注文の多い料理店」、「銀河鉄道の夜」などから、
「シグナルとシグナレス」「税務署長の冒険」まで多くから、物語中に具体的に提示されたユートピア的
な共生空間をとらえる。戦間期における賢治、方法としての擬人法、作品でのユートピア志向を有機的に
連関させて新たな賢治童話像を提示している。 
 
序論「『戦間期』とイーハートブ」では、「戦間期」における五つの要素が提示される。（Ⅰ）重工業化、
機械化、産業資本主義の進展と交通・通信など社会インフラや経済構造の変容。（Ⅱ）軍国主義の沈潜化・
内面化と植民地・帝国主義の常態化による、「総動員」「総力戦」可能な国家体制への傾斜。（Ⅲ）刑法・
税制の改変による支配の網目のさらなる強化による、交換可能な存在としての「個」の孤立。（Ⅳ）新興
宗教・思想や地方の青年団運動などの展開。（Ⅴ）社会の諸矛盾に対する根底的批判としての社会主義運
動の勃興と潰滅。近代の様々な問題点が凝縮的に生起するこうした「戦間期」の諸状況こそが、賢治をそ
の独特な童話創作へと誘ったとする。 
「第一部 宮沢賢治と『戦間期』――『童話的想像力とゆくえ』」は、全五章からなる。 
第一章では、徴兵検査に際する賢治について、「戦争」概念の変容という事態のなかで賢治が一年志願
兵を志向した徴兵忌避者の一人であったこと、徴兵検査を経てはじめて、賢治にとって童話創作に不可欠
な視点を獲得したことを提示している。第二章では、賢治童話における「法」は、当人たちの倫理観や取
り決めとは無関係に、その規範性を内在化した「個」にふりかかるものであり、その中で自らを切り分け
ることで差別化しようとする登場人物の「個」としての欲求を読み取っている。第三章では、「花椰菜」
などの作品から、カムチャッカにおける混生から新たな共生の可能性探る方向性と、公的な「役割」によ
って自らを規定する方向性の間での葛藤があることを示している。第四章では、賢治童話における「衣服」
について社会的な「場」の確保、相互の関係づけ、未知なるものとの遭遇という出来事を媒介する役割を
持つことを明らかにしている。第五章では、米騒動などの同時代的状況を手がかりに、賢治童話における
「食う・食われる」関係や、自己自身の境界と他者をめぐる問いについて考察している。 
「第二部 『擬人法』という方法」は、全三章からなる。 
第一章では、従来も賢治童話における擬人法の問題は様々に論じられてきた。他への支配として否定的
に捉えられるか、他のものたちとの共生として肯定的に捉えられるかのいずれであった。ここでは、賢治
童話には登場人物たちの相対的な位相の不連続である「断絶」が描きこまれているとし、表現しづらい他
者の様態を自分に「引き寄せて」理解する方法として「擬人法」が捉え直されている。第二章では、賢治
童話の「擬人法」の最大の眼目としての相互の定位の方法について解析している。第三章では、「擬人法」 
について単純な「誤認」から出発し、まったき他者としての動物たちが立ち現れる、伸縮する「擬人法」 
へと向かった賢治童話の変遷が示される。 
 
「第三部 作品論」は、全六章からなる。 
第一章では、「ビヂテリアン大祭」において、意志の力の提起を行おうという問題意識や、論争の中心
的内容、結末部などの随所に「衣装」のイメージが活かされていることを指摘している。第二章では、「シ
グナルとシグナレス」について、「モノ」の恋愛というあり方に結び付けられた「戦間期」的な状況の閉
塞性、またそうした閉塞からの解放の可能性を、「夢」における他者との出会いの可能性の中に見出す物
語であることが示される。第三章では、「税務署長の冒険」をめぐり、国民国家と農村の対立構図の中で
暴力の対象となる税務署長の身体を顕在化させるとともに、対立者間の共感が「匂い」という感覚の次元
を通して暗示される結末の意味について考察している。第四章では、「注文の多い料理店」について、紳
士たち、山猫、鉄砲打ち＝猟師という三者の、相互に断絶を伴う独特な関係があぶりだされる。第五章で
は、「グスコーブドリの伝記」について、科学的「知」のエリートに成長したブドリが、「美しさ」の独占
とそれによる挫折を経験し、なお「知」にこだわる自分自身の否定をとおして「これから」の世界を希求
するという物語の性質を読み解いている。第六章では、「銀河鉄道の夜」における、「個」から離れ、究極
の普遍性を志向しながら、再び「個」に還ってくることができる場としての「ユートピア」性を、登場人
物の性格づけや銀河鉄道での表現を中心とした読解から明らかにしている。 
以上のような考察を通して、近代社会における様々な問題点に対峙してゆく想像力や構想力の閃きを、
賢治童話が包蔵しているのを提示した本論文は、従来の賢治研究を更新し、賢治研究の今後に新たな方向
を指し示すものとして大いに評価できる。 
 
意欲的、問題提起的な試みゆえに、やや粗い面や現時点で欠落していることもある。まず、論の対象を
主に童話に限定したので、詩への言及がすくない。戦間期という大枠を設定したのだから、賢治の生産し
たテキスト全体への目配りが必要だろう。また、擬人法という方法に注目したのは貴重だが、同時代の童
話における擬人法のありかたが検討されれば、賢治童話における擬人法の独特さはいっそうはっきりする
のではないか。さらに、賢治童話において、擬人法の採用された作品と採用されていない作品との関係は
どうなのかも、論じられねばならない。また、国柱会および田中智学の言説と賢治童話との関係について、
くりかえし言及されながらも、いまだ十分とはいいがたい。「シグナルとシグナレス」についてＳＦ的な
読みの可能性を示しているのは斬新だが、ジャンル論として論じるのなら、やはり同時代である戦間期に
おけるＳＦのありかたの検討をへて作品を論じなおす必要がある。同じことが、ユートピア志向について
も指摘できる。同時代の、ユートピア的作品、ディストピア的作品との比較の必要性である。ただし、こ
れらの問題はいずれも本論文の試みがあってこそはっきりしたのであり、したがって本論文の限界という
より可能性といってよいだろう。 
以上から、審査委員一同、本論文が「博士（文学）」を授与するに十分値するとの結論に達した。ここ
に報告する次第である。 
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